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＊本手順書は実証試験者が作成したものである。 

なお、使用可能な技術及び分析項目等の記載部分を抜粋して掲載した。 



 

 

蒸留水で 
0 点調整 

土壌試料 25g 
蒸留水 250ml 

蒸留水を 
発色カラム 
で発色 

40 分放置 
吸光度測定 

（検量線①） 

1.0mg/l の 
ふっ素標準液

調製 

40 分放置 
吸光度測定 

（検量線②） 

プロペラ 
撹拌 
30 分 

発色カラム 
で発色 

発色カラム 
で発色 

40 分放置 

①と②を結んで 
1 点検量線作成 

吸光度測定 
（試料溶液） 

吸光度が 
②より小 

吸光度が②より大 試料溶液を 
蒸留水で 
希釈 

発色カラム 
で発色 

検量線より 
濃度読み取り 

吸引ろ過 
0.45μm 

メンブラン 
フィルタ 

波長を 620nm 
に調整 

分光光度計 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 発色カラム：ガラス管中に発色試薬を充填し，両端を熔封したもの。 

1.1 ふっ素用発色カラム CC-F（アルフッソン法） 

 

発色剤（アルフッソン） 

 

 

 

1.2 使用法 

① 発色カラムの両端を折り取り，入口側に接続ゴム管を取り付ける。 

 

 

② シリンジで試料液を 5ml 吸引する。 

 

 

 

 

 

 

③ シリンジに発色カラムを接続する。 

 

 

 

 

④ シリンジ中の試料溶液を，一定の速度で，40～60 秒間かけて発色カラムに注入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 40 分間経過後に，流出液の 620nm における吸光度を測定する。 

 

 

 



2 分光光度計 

波長が 620nm に設定できるもので，公定法に対応した精度を有するものであれば，基本的

には機種は問わない。 

 

3 基準液 

基準液は以下のように作成する。 

・ふっ素：市販の JCSS 標準液を所定濃度（通常は測定上限の 1.0mg/l）に希釈する。 

 

4 測定方法 

・蒸留水を発色カラムに通して 40 分間放置し，この流出液を検量線の原点とする。または，

この流出液で 0 点調整を行う。 

・基準液を発色カラムに通して 40 分間放置し，吸光度を測定する（検量線の作成）。 

・試料液を発色カラムに通して 40 分間放置し，吸光度を測定する。ふっ素濃度は，試料液

の吸光度から，検量線を用いて求める。 

 

 

 


